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あっという間に12月、クリスマスシーズンですね。10・11月号のカスタネット通信では、
12月号への布石として、言語聴覚士2人の絵本に対する思いを書かせていただきました。
今月号は満を持して、オギジビ文庫の選書をしてくださった絵本マスター(M)の登場です。
言語聴覚士(Ｉ)がオギジビ文庫の選書、絵本の役割などについて絵本マスターにお話しを
うかがいました。

カスタネット通信

Ｉ：絵本マスターは某児童書出版社にお勤めで、絵本
の普及・推進のお仕事をされているのですよね。
お仕事の内容、大事にしていることを教えてくだ
さい。

Ｍ：幼稚園や保育園などを訪問し、先生や保護者向け
に保育や育児の中で絵本が果たせる役割を伝える
活動を行っています。絵本は楽しいものであり、
その楽しさは絵本を通した大人と子どものコミュ

ニケーションが支えているということをお話しします。集団で同じ絵本を繰り返し
読むと、ことばの体験・感情体験なども同じ経験ができるので、会話も遊びもより
豊かになります。

Ｉ：オギジビ開院にあたり、絵本コーナーを充実させ
たいという思いがあり、以前から面識があった絵
本マスターに選書をお願いしました。来院すると
まっすぐ絵本棚に駆け寄るお子さん、お気に入り
の本をいつも読んでいるお子さん、仲良く絵本を
読む親子など、オギジビ文庫はだいぶ待合室に馴
染みました。熱心に絵本を読んでいる大人の方も
いらっしゃいます。どのようなコンセプトで選書
をされたのでしょうか。

Ｍ：第一に、子どもたちが「面白い！」と感じて、次の絵本を探す時にその気持ちや関心
を受け止められる本棚を目指しました。また、読み聞かせは大人と子どもの共同作業
ですので、大人にも興味をもってもらうことも意識しました。ロングセラーは大人も
一度は目にしたことがあるものが多く、絵本を読んでもらった幸せな記憶を呼び起こ
すには最適です。

第二に、言語発達に関わる病院の蔵書なので、家庭支援にもなりうるよう、キレイ
な日本語であること、音やリズムに面白みのあるものを意識して選書しました。
ことばの獲得には日常生活でのことばかけが重要です。しかしそれを意識しながら
生活することは困難です。そのような時、ことばを選びに選びぬいた絵本を楽しみ
ながら読むことは、家庭内における信頼関係の構築、ことばの発達に役立つのでは
ないかと考えています。



編集後記：対談では絵本マスターに絵本の選び方、ロングセラーの特徴
なども教えていただきました。紙面が足りないので、次号
以降、少しずつお伝えしたいと思います。

Ｉ：ついつい、この絵本は語彙を増やすのに良さそう、色の勉強に使える、など考えて
しまいます。でも、緊張の強いお子さんが、絵本を一緒に読むことでリラックスでき、
笑顔をみせてくれると、良かったと思います。

Ｍ：大人になるとどうしても知識や思考が先に立ち、物語に集中できなくなるので、身体
いっぱい物語を楽しむことができる子どもの時期に絵本を楽しんでもらいたいという
気持ちがあります。

Ｉ：今、せっせとオギジビ文庫の絵本を読
んでいます。たくさん読まれている絵
本と、あまり手に取られていない絵本
があるな、と感じています。

Ｍ：あまり読まれていないであろう本も
なんとなく把握しています。そのため
のおすすめ絵本のPOPです。これから
順次スポットライトを当てていきたい
と思います。

第三に、普段なら手に取らないだろうけど、読んだら間違いなく面白い絵本ということ
を考えました。本は読むだけではいけないと思うのです。その感動や得たものを誰かと
共有したり、今後に活かすのが正しいあり方だと思っています。

Ｉ：10月号にも書いたのですが、絵本は子どもにとっ
て楽しいものであって欲しいので、それを教材と
して使って良いものか、という葛藤があります。

Ｍ：確かに、子どもにとって絵本は「楽しいもの」で
あるべきです。しかし、子どもは遊びの中から
様々なことを学び取っていきますし、絵本を楽し
む中で、自然な形でことばや想像力、興味関心な
どが育っていくとことには変わりないと思います。

Ｉ：よろしくお願いします。私は読んだ本の感想を書き留めていて、院内モニターで紹介
していきたいと考えています。絵本マスターとオギジビ文庫、これからどんなコラボ
が考えられるでしょうか。

Ｍ：絵本について保護者に届けたい内容をまとめてモニターに流したいですね。
Ｉ：楽しみにしています。最後に、カスタネット通信の読者にメッセージをお願いします。
Ｍ：来院されるたびに、ちょびっと皆さまの心を動かすことができるように、またいつの

間にか絵本の棚を見るのが楽しみになるように、入念に仕込んで参ります(笑)。
Ｉ：本日はありがとうございました。


